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(57)【要約】
【課題】複数の蓄電装置が配電網上に配備された構成に
おいて、第１の蓄電置の使用状況に応じて、第１の蓄電
装置と配電網上で接続された第２の蓄電装置の使用する
ことが可能な蓄電制御装置、蓄電制御方法、および蓄電
制御プログラムを提供する。
【解決手段】蓄電制御装置１０は、状態判定部１１と、
信号生成部１４と、通信部１５とを備えている。状態判
定部１１は、配電網５１上に配備された蓄電装置２３の
使用状態を判定する。信号生成部１４は、状態判定部１
１における判定結果に応じて、配電網５１上において蓄
電装置２３と接続された蓄電装置３３を、蓄電装置２３
の代わりに使用するための制御信号を生成する。通信部
１５は、信号生成部１４において生成された制御信号を
、蓄電装置３３に対して送信する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配電網上に配備された複数の蓄電装置の充放電制御を行う蓄電制御装置であって、
　前記配電網上に配備された第１の蓄電装置の使用状態を判定する状態判定部と、
　前記状態判定部における判定結果に応じて、前記配電網上において前記第１の蓄電装置
と接続された第２の蓄電装置を、前記第１の蓄電装置の代わりに使用するための制御信号
を生成する信号生成部と、
　前記信号生成部において生成された制御信号を、前記第２の蓄電装置に対して送信する
通信部と、
を備えている蓄電制御装置。
【請求項２】
　前記状態判定部は、前記第１の蓄電装置がメンテナンスを実施されている状態であるか
否かを判定する、
請求項１に記載の蓄電制御装置。
【請求項３】
　前記状態判定部は、前記第１の蓄電装置が使用不可能な状態であるか否かを判定する、
請求項１または２に記載の蓄電制御装置。
【請求項４】
　前記状態判定部は、前記第１の蓄電装置に取り付けられた加速度センサ、温度センサ、
電流センサ、電圧センサのうち少なくとも１つの検出結果に基づいて、前記第１の蓄電装
置が使用不可能な状態であるか否かを判定する、
請求項３に記載の蓄電制御装置。
【請求項５】
　前記状態判定部は、前記第１の蓄電装置に取り付けられた電圧センサの検出結果に基づ
いて、前記第１の蓄電装置が故障した状態であるか否かを判定する、
請求項３に記載の蓄電制御装置。
【請求項６】
　前記状態判定部は、前記第１の蓄電装置が正常稼動状態であるか否かを判定する、
請求項１から５のいずれか１項に記載の蓄電制御装置。
【請求項７】
　前記配電網上に配備された前記第２の蓄電装置を検索する検索部を、さらに備えている
、
請求項１から６のいずれか１項に記載の蓄電制御装置。
【請求項８】
　前記信号生成部は、複数の前記第２の蓄電装置の充放電を制御するための制御信号を生
成する、
請求項１から７のいずれか１項に記載の蓄電制御装置。
【請求項９】
　前記信号生成部は、前記第２の蓄電装置の蓄電容量の少なくとも一部の使用を予約する
予約信号を生成する、
請求項１から８のいずれか１項に記載の蓄電制御装置。
【請求項１０】
　前記信号生成部は、前記制御信号によって、前記第２の蓄電装置の入出力電流を制御す
る、
請求項１から９のいずれか１項に記載の蓄電制御装置。
【請求項１１】
　前記状態判定部における判定結果を表示部に表示させる表示制御部を、さらに備えてい
る、
請求項１から１０のいずれか１項に記載の蓄電制御装置。
【請求項１２】
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　配電網上に配備された複数の蓄電装置の充放電制御を行う蓄電制御方法であって、
　前記配電網上に配備された第１の蓄電装置の使用状態を判定する状態判定ステップと、
　前記状態判定ステップにおける判定結果に応じて、前記配電網上において前記第１の蓄
電装置と接続された第２の蓄電装置を、前記第１の蓄電装置の代わりに使用するための制
御信号を生成する信号生成ステップと、
　前記信号生成ステップにおいて生成された制御信号を、前記第２の蓄電装置に対して送
信する通信ステップと、
を備えている蓄電制御方法。
【請求項１３】
　配電網上に配備された複数の蓄電装置の充放電制御を行う蓄電制御プログラムであって
、
　前記配電網上に配備された第１の蓄電装置の使用状態を判定する状態判定ステップと、
　前記状態判定ステップにおける判定結果に応じて、前記配電網上において前記第１の蓄
電装置と接続された第２の蓄電装置を、前記第１の蓄電装置の代わりに使用するための制
御信号を生成する信号生成ステップと、
　前記信号生成ステップにおいて生成された制御信号を、前記第２の蓄電装置に対して送
信する通信ステップと、
を備えている蓄電制御方法をコンピュータに実行させる蓄電制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、配電網上に配備された複数の蓄電装置を制御する蓄電制御装置、蓄電制御方
法、および蓄電制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、複数の需要家が接続される配電網上において、一時的に電力を蓄える蓄電装置が
配備されている。
　このような蓄電装置は、性能を維持するために、所定期間ごとにメンテナンスが実施さ
れる。
　ここで、蓄電装置の満充電容量は、充放電制御されるたびに減少していくことが知られ
ている。そして、その時点での蓄電装置の満充電容量を正確に計測するためには、一定期
間、未使用の時間を設けて完全放電させた上で微小電流充電を実施する必要がある。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、スマートグリッドネットワーク上に接続された共有の蓄電装
置をシェアすることで、蓄電装置を所有していないユーザが、ネットワークを介して蓄電
装置を利用することが可能となる電力ネットワークシステムについて開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１６９１３７号公報
【特許文献２】特開２０１５－１７７５８０号公報
【特許文献３】特開２０１５－１２６５６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の電力ネットワークシステムでは、以下に示すような問題点を
有している。
　すなわち、上記公報に開示されたシステムでは、ネットワーク上において共有の蓄電装
置から、電力調達を許可されたユーザに電力供給を行う。
　しかし、このようなシステム構成では、例えば、共有の蓄電装置がメンテナンス中、あ
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るいは故障中であって使用できない状況では、共有の蓄電装置からの電力供給を受けるこ
とはできない。
【０００６】
　本発明の課題は、複数の蓄電装置が配電網上に配備された構成において、第１の蓄電置
の使用状況に応じて、第１の蓄電装置と配電網上で接続された第２の蓄電装置の使用する
ことが可能な蓄電制御装置、蓄電制御方法、および蓄電制御プログラムを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の発明に係る蓄電制御装置は、配電網上に配備された複数の蓄電装置の充放電制御
を行う蓄電制御装置であって、状態判定部と、信号生成部と、通信部と、を備えている。
状態判定部は、配電網上に配備された第１の蓄電装置の使用状態を判定する。信号生成部
は、状態判定部における判定結果に応じて、配電網上において第１の蓄電装置と接続され
た第２の蓄電装置を、第１の蓄電装置の代わりに使用するための制御信号を生成する。通
信部は、信号生成部において生成された制御信号を、第２の蓄電装置に対して送信する。
【０００８】
　ここでは、配電網上に配備された複数の蓄電装置に含まれる第１の蓄電装置の使用状態
の判定結果に応じて、近隣の配電網上に配備された他の蓄電装置（第２の蓄電装置）を、
第１の蓄電装置の代わりに使用するように制御を行う。
　すなわち、本蓄電制御装置では、第１の蓄電装置が使用できない状態であると判定され
た場合に、第１の蓄電装置の近隣の配電網上に配備された第２の蓄電装置を使用するよう
に制御信号を生成して、第２の蓄電装置へ送信する。
【０００９】
　ここで、第１の蓄電装置の使用状態に応じて、第１の蓄電装置の代わりに使用される第
２の蓄電装置は、単数であってもよいし、複数であってもよい。つまり、第１の蓄電装置
の代わりとして、複数の第２の蓄電装置を用いてもよい。
　また、状態判定部において判定される第１の蓄電装置の使用状態としては、蓄電装置と
して使用可能であるか否かを示す状態であって、例えば、メンテナンスのために使用不可
の状態、故障による使用不可の状態、正常な稼動状態等が含まれる。
【００１０】
　また、これらの第１の蓄電装置の使用状態の判定は、例えば、第１の蓄電装置に含まれ
るセルの電流、電圧等を測定する各種センサの検出結果、あるいはメンテナンススケジュ
ール等の情報を用いて行われる。
　さらに、第２の蓄電装置の使用としては、例えば、各需要家において生じた余剰電力を
蓄える充電制御、あるいは各需要家における電力消費を賄う放電制御等が含まれる。
【００１１】
　なお、第２の蓄電装置が近隣の配電網に配備されているか否かは、例えば、第１の蓄電
装置と第２の蓄電装置との間のインピーダンス値、電力網構造等の情報を用いて判断する
ことができる。
　これにより、近隣の配電網上に配置された複数の蓄電装置について、特定の蓄電装置（
第１の蓄電装置）が使用できない場合には、他の蓄電装置（第２の蓄電装置）を使用する
ことができる。
【００１２】
　第２の発明に係る蓄電制御装置は、第１の発明に係る蓄電制御装置であって、状態判定
部は、第１の蓄電装置がメンテナンスを実施されている状態であるか否かを判定する。
　ここでは、第１の蓄電装置の状態判定として、第１の蓄電装置がメンテナンス中である
か否か（使用可否）を判定する。
　ここで、第１の蓄電装置がメンテナンス中であるか否かの判定は、例えば、予め記憶さ
れているメンテナンススケジュール等の情報、各種センサを用いて検出されるセルの入出
力電流値、電圧値等を用いて行われる。
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【００１３】
　これにより、第１の蓄電装置がメンテンス中であると判定された場合には、メンテナン
ス作業が終わるまでは第１の蓄電装置を使用できないため、近隣の配電網上に配備された
第２の蓄電装置を使用することができる。
【００１４】
　第３の発明に係る蓄電制御装置は、第１または第２の発明に係る蓄電制御装置であって
、状態判定部は、第１の蓄電装置が使用不可能な状態であるか否かを判定する。
　ここでは、第１の蓄電装置の状態判定として、第１の蓄電装置が使用不可能な状態であ
るか否か（使用可否）を判定する。
　ここで、第１の蓄電装置が使用不可能な状態であるか否かの判定は、例えば、各種セン
サを用いて検出されるセルの入出力電流値、電圧値等を用いて行われる。
　これにより、第１の蓄電装置が使用不可能な状態であると判定された場合には、第１の
蓄電装置を使用できないため、近隣の配電網上に配備された第２の蓄電装置を使用するこ
とができる。
【００１５】
　第４の発明に係る蓄電制御装置は、第３の発明に係る蓄電制御装置であって、状態判定
部は、第１の蓄電装置に取り付けられた加速度センサ、温度センサ、電流センサ、電圧セ
ンサのうち少なくとも１つの検出結果に基づいて、第１の蓄電装置が使用不可能な状態で
あるか否かを判定する。
　ここでは、第１の蓄電装置の状態判定として、第１の蓄電装置に取り付けられた加速度
センサ、温度センサ、電流センサ、電圧センサのうち少なくとも１つの検出結果を用いて
、第１の蓄電装置が使用不可能な状態であるか否かの判定を行う。
【００１６】
　ここで、例えば、加速度センサにおいて大きな衝撃が付与されたような検出結果であっ
た場合、温度センサにおいて温度異常が検出された場合、あるいは電流センサ、電圧セン
サ、温度センサ等を用いて残容量値の異常低下が検出された場合等には、第１の蓄電装置
が故障しているおそれがある。
　これにより、加速度センサ、温度センサ、電流センサ、電圧センサのうち少なくとも１
つにおける検出結果を用いて、第１の蓄電装置が使用不可能な状態であるか否かの判定を
実施することができる。
【００１７】
　第５の発明に係る蓄電制御装置は、第３の発明に係る蓄電制御装置であって、状態判定
部は、第１の蓄電装置に取り付けられた電圧センサの検出結果に基づいて、第１の蓄電装
置が故障した状態であるか否かを判定する
　ここでは、第１の蓄電装置の故障判定として、第１の蓄電装置に取り付けられた電圧セ
ンサの検出結果を用いて、第１の蓄電装置が故障した状態であるか否かの判定を行う。
　これにより、電圧センサにおける検出結果を用いて、第１の蓄電装置が故障した状態で
あるか否かの判定を実施することができる。
【００１８】
　第６の発明に係る蓄電制御装置は、第１から第５の発明のいずれか１つに係る蓄電制御
装置であって、状態判定部は、第１の蓄電装置が正常稼動状態であるか否かを判定する。
　ここでは、第１の蓄電装置の状態判定として、第１の蓄電装置が正常稼動中であるか否
か（使用可否）を判定する。
【００１９】
　ここで、第１の蓄電装置が正常稼動中であるか否かの判定は、例えば、各種センサを用
いて検出されるセルの入出力電流値、電圧値等を用いて行われる。
　これにより、第１の蓄電装置が正常稼動中であると判定された場合には、第１の蓄電装
置を使用できるため、第２の蓄電装置を使用するための制御信号を生成する必要がない。
【００２０】
　第７の発明に係る蓄電制御装置は、第１から第６の発明のいずれか１つに係る蓄電制御
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装置であって、配電網上に配備された第２の蓄電装置を検索する検索部を、さらに備えて
いる。
　ここでは、上述したように、第１の蓄電装置の使用状況の判定の結果、使用不可と判定
された場合には、第１の蓄電装置の近隣の配電網上に配備された他の蓄電装置（第２の蓄
電装置）を検索する。
　ここで、第２の蓄電装置の検索条件としては、例えば、第１の蓄電装置との間、あるい
は第１の蓄電装置を所有している需要家の電力消費体との間のインピーダンス値、未使用
のバッテリ容量等が含まれる。
　これにより、第１の蓄電装置が使用不可の状態であっても、近隣の配電網上に配備され
た所望の第２の蓄電装置を見つけて、第１の蓄電装置の代わりに使用することができる。
【００２１】
　第８の発明に係る蓄電制御装置は、第１から第７の発明のいずれか１つに係る蓄電制御
装置であって、信号生成部は、複数の第２の蓄電装置の充放電を制御するための制御信号
を生成する。
【００２２】
　ここでは、上述したように、第１の蓄電装置の使用状況の判定の結果、使用不可と判定
された場合には、第１の蓄電装置の近隣の配電網上に配備された複数の第２の蓄電装置を
、第１の蓄電装置の代わりとして使用する。
　ここで、複数の第２の蓄電装置を使用する場合としては、例えば、近隣の配電網上に配
備された他の第２の蓄電装置と比較して、第１の蓄電装置の容量が大きく、単数の第２の
蓄電装置では容量が不足するケースが考えられる。また、使用候補となった第２の蓄電装
置の使用可能な容量が少なく、単数の第２の蓄電装置では容量が不足するケースが考えら
れる。
　これにより、第１の蓄電装置が使用不可の状態であっても、近隣の配電網上に配備され
た複数の第２の蓄電装置を、第１の蓄電装置の代わりとして使用することができる。
【００２３】
　第９の発明に係る蓄電制御装置は、第１から第８の発明のいずれか１つに係る蓄電制御
装置であって、信号生成部は、第２の蓄電装置の蓄電容量の少なくとも一部の使用を予約
する予約信号を生成する。
【００２４】
　ここでは、上述したように、第１の蓄電装置の使用状況の判定の結果、使用不可と判定
された場合には、第１の蓄電装置の近隣の配電網上に配備された第２の蓄電装置について
、その少なくとも一部の蓄電容量の使用を予約する予約信号を生成する。
　これにより、第２の蓄電装置の所有者等がすでに第２の蓄電装置を使用している場合で
も、未使用分の蓄電容量の分について使用予約して使用することで、第２の蓄電装置の所
有者等に不都合を与えることなく、第２の蓄電装置を使用することができる。
【００２５】
　第１０の発明に係る蓄電制御装置は、第１から第９の発明のいずれか１つに係る蓄電制
御装置であって、信号生成部は、制御信号によって、第２の蓄電装置の入出力電流を制御
する。
　ここでは、上述したように、第１の蓄電装置の使用状況の判定の結果、使用不可と判定
された場合には、第１の蓄電装置の近隣の配電網上に配備された第２の蓄電装置について
、その入力電流、あるいは出力電流の制御を行う。
　これにより、配電網を介して、第２の蓄電装置から電力の供給を受けたり、余剰電力を
蓄えたりすることができる。
【００２６】
　第１１の発明に係る蓄電制御装置は、第１から第１０の発明のいずれか１つに係る蓄電
制御装置であって、状態判定部における判定結果を表示部に表示させる表示制御部を、さ
らに備えている。
　ここでは、状態判定部において判定された第１の蓄電装置の使用状態に関する情報を表
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示部に表示させる。
　これにより、例えば、第１の蓄電装置の使用者は、第１の蓄電装置がメンテナンスや故
障等によって使用不可の状態であることを容易に認識することができる。
【００２７】
　第１２の発明に係る蓄電制御方法は、配電網上に配備された複数の蓄電装置の充放電制
御を行う蓄電制御方法であって、状態判定ステップと、信号生成ステップと、通信ステッ
プと、を備えている。状態判定ステップは、配電網上に配備された第１の蓄電装置の使用
状態を判定する。信号生成ステップは、状態判定ステップにおける判定結果に応じて、配
電網上において第１の蓄電装置と接続された第２の蓄電装置を、第１の蓄電装置の代わり
に使用するための制御信号を生成する。通信ステップは、信号生成ステップにおいて生成
された制御信号を、第２の蓄電装置に対して送信する。
【００２８】
　ここでは、配電網上に配備された複数の蓄電装置に含まれる第１の蓄電装置の使用状態
の判定結果に応じて、近隣の配電網上に配備された他の蓄電装置（第２の蓄電装置）を、
第１の蓄電装置の代わりに使用するように制御を行う。
　すなわち、本蓄電制御方法では、第１の蓄電装置が使用できない状態であると判定され
た場合に、第１の蓄電装置の近隣の配電網上に配備された第２の蓄電装置を使用するよう
に制御信号を生成して、第２の蓄電装置へ送信する。
【００２９】
　ここで、第１の蓄電装置の使用状態に応じて、第１の蓄電装置の代わりに使用される第
２の蓄電装置は、単数であってもよいし、複数であってもよい。つまり、第１の蓄電装置
の代わりとして、複数の第２の蓄電装置を用いてもよい。
　また、状態判定ステップにおいて判定される第１の蓄電装置の使用状態としては、蓄電
装置として使用可能であるか否かを示す状態であって、例えば、メンテナンスのために使
用不可の状態、故障による使用不可の状態、正常な稼動状態等が含まれる。
【００３０】
　また、これらの第１の蓄電装置の使用状態の判定は、例えば、第１の蓄電装置に含まれ
るセルの電流、電圧等を測定する各種センサの検出結果、あるいはメンテナンススケジュ
ール等の情報を用いて行われる。
　さらに、第２の蓄電装置の使用としては、例えば、各需要家において生じた余剰電力を
蓄える充電制御、あるいは各需要家における電力消費を賄う放電制御等が含まれる。
【００３１】
　なお、第２の蓄電装置が近隣の配電網に配備されているか否かは、例えば、第１の蓄電
装置と第２の蓄電装置との間のインピーダンス値、電力網構造等の情報を用いて判断する
ことができる。
　これにより、近隣の配電網上に配置された複数の蓄電装置について、特定の蓄電装置（
第１の蓄電装置）が使用できない場合には、他の蓄電装置（第２の蓄電装置）を使用する
ことができる。
【００３２】
　第１３の発明に係る蓄電制御プログラムは、配電網上に配備された複数の蓄電装置の充
放電制御を行う蓄電制御プログラムであって、状態判定ステップと、信号生成ステップと
、通信ステップと、を備えている蓄電制御方法をコンピュータに実行させる。状態判定ス
テップは、配電網上に配備された第１の蓄電装置の使用状態を判定する。信号生成ステッ
プは、状態判定ステップにおける判定結果に応じて、配電網上において第１の蓄電装置と
接続された第２の蓄電装置を、第１の蓄電装置の代わりに使用するための制御信号を生成
する。通信ステップは、信号生成ステップにおいて生成された制御信号を、第２の蓄電装
置に対して送信する。
【００３３】
　ここでは、配電網上に配備された複数の蓄電装置に含まれる第１の蓄電装置の使用状態
の判定結果に応じて、近隣の配電網上に配備された他の蓄電装置（第２の蓄電装置）を、
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第１の蓄電装置の代わりに使用するように制御を行う。
　すなわち、本蓄電制御プログラムでは、第１の蓄電装置が使用できない状態であると判
定された場合に、第１の蓄電装置の近隣の配電網上に配備された第２の蓄電装置を使用す
るように制御信号を生成して、第２の蓄電装置へ送信する。
【００３４】
　ここで、第１の蓄電装置の使用状態に応じて、第１の蓄電装置の代わりに使用される第
２の蓄電装置は、単数であってもよいし、複数であってもよい。つまり、第１の蓄電装置
の代わりとして、複数の第２の蓄電装置を用いてもよい。
　また、状態判定ステップにおいて判定される第１の蓄電装置の使用状態としては、例え
ば、メンテナンスのために使用不可の状態、故障による使用不可の状態、正常な稼動状態
等が含まれる。
【００３５】
　また、これらの第１の蓄電装置の使用状態の判定は、蓄電装置として使用可能であるか
否かを示す状態であって、例えば、第１の蓄電装置に含まれるセルの電流、電圧等を測定
する各種センサの検出結果、あるいはメンテナンススケジュール等の情報を用いて行われ
る。
　さらに、第２の蓄電装置の使用としては、例えば、各需要家において生じた余剰電力を
蓄える充電制御、あるいは各需要家における電力消費を賄う放電制御等が含まれる。
【００３６】
　なお、第２の蓄電装置が近隣の配電網に配備されているか否かは、例えば、第１の蓄電
装置と第２の蓄電装置との間のインピーダンス値、電力網構造等の情報を用いて判断する
ことができる。
　これにより、近隣の配電網上に配置された複数の蓄電装置について、特定の蓄電装置（
第１の蓄電装置）が使用できない場合には、他の蓄電装置（第２の蓄電装置）を使用する
ことができる。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明に係る蓄電制御装置によれば、複数の蓄電装置が配電網上に配備された構成にお
いて、第１の蓄電置の使用状況に応じて、第１の蓄電装置と配電網上で接続された第２の
蓄電装置の使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の一実施形態に係る蓄電制御装置を含む需要家Ａが所有する蓄電装置と、
近隣の配電網上に配備された他の需要家が所有する蓄電装置との関係を示すブロック図。
【図２】図１の需要家Ａが所有する蓄電装置の構成を示すブロック図。
【図３】図２の蓄電制御装置による蓄電制御方法の流れを示すフローチャート。
【図４】図２の蓄電制御装置に含まれる検索部によって検索された近隣の配電網上に配備
された他の蓄電装置を示す図。
【図５】本発明の他の実施形態に係る蓄電制御装置の構成を示すブロック図。
【図６】本発明のさらに他の実施形態に係る蓄電制御装置を所有する需要家Ｄと、近隣の
配電網上に配備された他の需要家が所有する蓄電装置との関係を示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　本発明の一実施形態に係る蓄電制御装置について、図１～図４を用いて説明すれば以下
の通りである。
　ここで、以下の説明において登場する需要家Ａ２０は、発電装置（ソーラーパネル２１
）とメンテナンス中の蓄電装置（第１の蓄電装置）２３とを所有しており、配電網５１上
において他の需要家が所有する蓄電装置（第２の蓄電装置）３３，４３の使用を希望する
需要家を意味している。また、需要家Ｂ３０は、発電装置（ソーラーパネル３１）と蓄電
装置３３とを所有しており、需要家Ａ２０によって配電網５１上において共有される蓄電
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装置３３を使用される需要家を意味している。そして、需要家Ｃ４０は、需要家Ａ２０，
Ｂ３０の近隣の配電網５１に接続されており、需要家Ａ２０によって検索される他の蓄電
装置４３を所有する需要家を意味している。
【００４０】
　なお、需要家Ｂ３０，Ｃ４０は、需要家Ａ２０によって使用される蓄電装置３３，４３
が所定時間ごとに入れ替わってもよい。
　また、需要家とは、例えば、電力会社と契約を結んでおり、電力会社から系統５０（図
１参照）を介して配電網５１によって供給される電力を使用する個人、法人、団体等であ
って、例えば、一般家庭（戸建て、マンション）、企業（事業所、工場、設備等）、地方
自治体、国の機関等が含まれる。なお、需要家には、自家発電によって電力をまかなう需
要家、ＺＥＢ（Zero Energy Building）を実現した需要家も含まれる。
【００４１】
　また、以下の実施形態において、系統５０（図１参照）とは、電力会社から供給される
電力を配電網５１によって各需要家に対して供給する電力系統を意味している。
　そして、以下の実施形態において、スマートメータ２７，３７，４７（図１参照）とは
、各需要家にそれぞれ設置され、発電量、蓄電量、消費電力量を計測し、通信機能を用い
て、計測結果を電力会社等へ送信する計測機器を意味している。スマートメータ２７，３
７，４７を設置したことにより、電力会社は、各需要家Ａ２０，Ｂ３０，Ｃ４０における
リアルタイムの電力状況を正確に把握できるとともに、所定期間ごとに実施される検針業
務を自動化することができる。
【００４２】
　さらに、以下の実施形態において、負荷２４，３４，４４（図１参照）とは、例えば、
需要家が一般家庭の場合には、エアコン、冷蔵庫、電力レンジ、ＩＨクッキングヒータ、
テレビ等の電力消費体を意味している。また、例えば、需要家が企業（工場等）の場合に
は、工場内に設置された各種設備、空調設備等の電力消費体を意味している。
　さらに、以下の実施形態において、ＥＭＳ（Energy Management System）２６，３６，
４６（図１参照）とは、需要家Ａ２０，Ｂ３０，Ｃ４０にそれぞれ設置されており、需要
家Ａ２０，Ｂ３０，Ｃ４０における消費電力量を削減するために設けられたシステムを意
味している。
【００４３】
　（実施形態１）
　本実施形態に係る蓄電制御装置１０は、需要家Ａ２０が所有する蓄電装置２３に設けら
れている。そして、本蓄電制御装置１０は、蓄電装置２３の使用状態を判定結果に応じて
、配電網５１に接続された複数の需要家Ｂ３０，Ｃ４０が所有する他の蓄電装置３３，４
３を検索して、使用可能な蓄電装置を使用する。
【００４４】
　具体的には、蓄電制御装置１０は、図２に示すように、需要家Ａ２０が所有する蓄電装
置２３がメンテナンス中であると判定すると、配電網５１上に配備され使用可能な他の蓄
電装置３３，４３を検索する。そして、蓄電制御装置１０は、最適な蓄電装置３３を使用
するための制御信号を生成し、蓄電装置３３に制御信号を送信する。
　なお、図１に示す各需要家Ａ２０，Ｂ３０，Ｃ４０内の実線は、データ等の情報の流れ
を示しており、一点鎖線は電気の流れを示している。
　また、本実施形態の蓄電制御装置１０の構成については、後段にて詳述する。
【００４５】
　（需要家Ａ）
　本実施形態では、需要家Ａ２０は、図１に示すように、電力会社から供給される電力を
供給する系統５０に接続されている。そして、需要家Ａ２０は、後述する需要家Ｂ３０，
Ｃ４０の近隣の配電網５１を介して系統５０に接続されている。
【００４６】
　需要家Ａ２０は、図１に示すように、ソーラーパネル（発電装置）２１、太陽光発電用
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電力変換装置（ＰＣＳ）２２、発電電力用電力センサ２２ａ、蓄電装置（第１の蓄電装置
）２３、蓄電電力用電力センサ２３ａ、負荷２４、負荷用電力センサ２４ａ、分電盤２５
、ＥＭＳ（Energy Management System）２６、およびスマートメータ２７を備えている。
　ソーラーパネル２１は、太陽光の光エネルギーを用いた光起電力効果を利用して電気を
発生させる装置であって、需要家Ａ２０の屋根等に設置されている。そして、ソーラーパ
ネル２１における発電量は、天気予報の日照時間に関する情報に基づいて予測することが
できる。
【００４７】
　太陽光発電用電力変換装置（ＰＣＳ（Power Conditioning System））２２は、図１に
示すように、ソーラーパネル２１と接続されており、ソーラーパネル２１において発生し
た直流電流を交流電流に変換する。
　発電電力用電力センサ２２ａは、図１に示すように、太陽光発電用電力変換装置２２に
接続されており、ソーラーパネル２１において発電した電力量を測定する。そして、発電
電力用電力センサ２２ａは、ＥＭＳ２６に対して測定結果（発電量）を送信する。
【００４８】
　蓄電装置２３は、ソーラーパネル２１において発電した電力のうち、負荷２４によって
消費しきれなかった余剰電力を一時的に蓄えるために設けられている。これにより、ソー
ラーパネル２１によって発電する日中の時間帯において、負荷２４による消費電力量が少
ない場合でも、余った電力を蓄電装置２３へ蓄えておくことで、発電した電力を捨ててし
まう無駄を排除できる。
【００４９】
　本実施形態では、蓄電装置２３は、近隣の配電網５１に接続された複数の需要家Ａ２０
，Ｂ３０，Ｃ４０によって共有される蓄電装置であって、メンテナンス中のために使用不
可となった蓄電装置として説明される。
　なお、蓄電装置２３内に設けられた蓄電制御装置１０については、後段にて詳述する。
　蓄電電力用電力センサ２３ａは、図１に示すように、蓄電装置２３に接続されており、
蓄電装置２３において蓄えられている電力量を測定する。そして、蓄電電力用電力センサ
２３ａは、ＥＭＳ２６に対して測定結果（蓄電量）を送信する。
【００５０】
　また、蓄電装置２３は、図２に示すように、センサ２３ｂａ，２３ｂｂ，２３ｂｃと、
セル２３ｃａ，２３ｃｂ，２３ｃｃを有している。
　センサ２３ｂａ，２３ｂｂ，２３ｂｃは、蓄電装置２３の使用状態を判定するために、
各セル２３ｃａ，２３ｃｂ，２３ｃｃの入出力電流、電圧値、温度等を計測する。
　セル２３ｃａ，２３ｃｂ，２３ｃｃは、蓄電装置２３を構成する電力を蓄える部分であ
って、充放電制御部１６によって入出力電流が制御される。
【００５１】
　負荷２４は、上述したように、一般家庭におけるエアコンや冷蔵庫等の家電製品、工場
等における設備、空調装置等の電力消費体であって、系統５０から供給される電力、ソー
ラーパネル２１によって発生した電力、蓄電装置２３において蓄えられた電力を消費する
。
　負荷用電力センサ２４ａは、図１に示すように、負荷２４に接続されており、負荷２４
によって消費される電力量を測定する。そして、負荷用電力センサ２４ａは、ＥＭＳ２６
に対して測定結果（消費電力量）を送信する。
【００５２】
　分電盤２５は、図１に示すように、発電電力用電力センサ２２ａ、蓄電電力用電力セン
サ２３ａ、負荷用電力センサ２４ａ、およびスマートメータ２７と接続されている。そし
て、分電盤２５は、ソーラーパネル２１において発電した電力、蓄電装置２３に蓄えられ
た電力を、負荷２４に対して供給する。
　ＥＭＳ（Energy Management System）２６は、上述したように、需要家Ａ２０における
消費電力量を削減するために設けられたエネルギー管理システムであって、図１に示すよ
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うに、各センサ２２ａ，２３ａ，２４ａと接続されている。また、ＥＭＳ２６は、各セン
サ２２ａ，２３ａ，２４ａから受信した検出結果を用いて、ソーラーパネル２１による発
電電力、蓄電装置２３における蓄電量を効率よく負荷２４に対して供給する。これにより
、系統５０から供給される電力の消費量を抑制して、需要家Ａ２０における電力コストを
効果的に削減することができる。
【００５３】
　スマートメータ２７は、上述したように、需要家Ａ２０が所有するソーラーパネル２１
の発電量、蓄電装置２３の蓄電量、および負荷２４の消費電力量を計測する。そして、ス
マートメータ２７は、図１に示すように、分電盤２５を介して各センサ２２ａ，２３ａ，
２４ａと接続されている。さらに、スマートメータ２７は、通信機能を有している。
【００５４】
　（需要家Ｂ）
　本実施形態では、需要家Ｂ３０は、図１に示すように、需要家Ａ２０と同様に、配電網
５１を介して、系統５０に接続されている。
　なお、本実施形態では、需要家Ｂ３０は、蓄電装置（第２の蓄電装置）３３を所有して
いる。そして、蓄電装置３３は、需要家Ａ２０から蓄電装置２３の代わりに使用される蓄
電装置として選択される。
　需要家Ｂ３０は、需要家Ａ２０と同様に、図１に示すように、ソーラーパネル（発電装
置）３１、太陽光発電用電力変換装置（ＰＣＳ）３２、発電電力用電力センサ３２ａ、蓄
電装置（第２の蓄電装置）３３、蓄電電力用電力センサ３３ａ、負荷３４、負荷用電力セ
ンサ３４ａ、分電盤３５、ＥＭＳ（Energy Management System）３６、およびスマートメ
ータ３７を備えている。
【００５５】
　ソーラーパネル３１は、太陽光の光エネルギーを用いた光起電力効果を利用して電気を
発生させる装置であって、需要家Ｂ３０の屋根等に設置されている。そして、ソーラーパ
ネル３１における発電量は、天気予報の日照時間に関する情報に基づいて予測することが
できる。
　太陽光発電用電力変換装置（ＰＣＳ（Power Conditioning System））３２は、図１に
示すように、ソーラーパネル３１と接続されており、ソーラーパネル３１において発生し
た直流電流を交流電流に変換する。
【００５６】
　発電電力用電力センサ３２ａは、図１に示すように、太陽光発電用電力変換装置３２に
接続されており、ソーラーパネル３１において発電した電力量を測定する。そして、発電
電力用電力センサ３２ａは、ＥＭＳ３６に対して測定結果（発電量）を送信する。
　蓄電装置３３は、ソーラーパネル３１において発電した電力のうち、負荷３４によって
消費しきれなかった余剰電力を一時的に蓄えるために設けられている。これにより、ソー
ラーパネル３１によって発電する日中の時間帯において、負荷３４による消費電力量が少
ない場合でも、余った電力を蓄電装置３３へ蓄えておくことで、発電した電力を捨ててし
まう無駄を排除できる。
【００５７】
　蓄電電力用電力センサ３３ａは、図１に示すように、蓄電装置３３に接続されており、
蓄電装置３３において蓄えられている電力量を測定する。そして、蓄電電力用電力センサ
３３ａは、ＥＭＳ３６に対して測定結果（蓄電量）を送信する。
　負荷３４は、上述したように、一般家庭におけるエアコンや冷蔵庫等の家電製品、工場
等における設備、空調装置等の電力消費体であって、系統５０から供給される電力、ソー
ラーパネル３１によって発生した電力、蓄電装置３３において蓄えられた電力を消費する
。
【００５８】
　負荷用電力センサ３４ａは、図１に示すように、負荷３４に接続されており、負荷３４
によって消費される電力量を測定する。そして、負荷用電力センサ３４ａは、ＥＭＳ３６
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に対して測定結果（消費電力量）を送信する。
　分電盤３５は、図１に示すように、発電電力用電力センサ３２ａ、蓄電電力用電力セン
サ３３ａ、負荷用電力センサ３４ａ、およびスマートメータ３７と接続されている。そし
て、分電盤３５は、ソーラーパネル３１において発電した電力、蓄電装置３３に蓄えられ
た電力を、負荷３４に対して供給する。
【００５９】
　ＥＭＳ（Energy Management System）３６は、上述したように、需要家Ｂ３０における
消費電力量を削減するために設けられたエネルギー管理システムであって、図１に示すよ
うに、各センサ３２ａ，３３ａ，３４ａと接続されている。また、ＥＭＳ３６は、各セン
サ３２ａ，３３ａ，３４ａから受信した検出結果を用いて、ソーラーパネル３１による発
電電力、蓄電装置３３における蓄電量を効率よく負荷３４に対して供給する。これにより
、系統５０から供給される電力の消費量を抑制して、需要家Ｂ３０における電力コストを
効果的に削減することができる。
【００６０】
　スマートメータ３７は、上述したように、需要家Ｂ３０が所有するソーラーパネル３１
の発電量、蓄電装置３３の蓄電量、および負荷３４の消費電力量を計測する。そして、ス
マートメータ３７は、図１に示すように、分電盤３５を介して各センサ３２ａ，３３ａ，
３４ａと接続されている。さらに、スマートメータ３７は、通信機能を有している。
【００６１】
　（需要家Ｃ）
　本実施形態では、需要家Ｃ４０は、図１に示すように、需要家Ａ２０，Ｂ３０の近隣の
配電網５１を介して、系統５０に接続されている。
　なお、本実施形態では、需要家Ｃ４０は、配電網５１を介して共有される蓄電装置（第
２の蓄電装置）４３を所有している。そして、蓄電装置４３は、需要家Ａ２０から蓄電装
置２３の代わりに使用される候補として検索されたものの、非選択となった蓄電装置とし
て説明される。
　需要家Ｃ４０は、図１に示すように、ソーラーパネル（発電装置）４１、太陽光発電用
電力変換装置（ＰＣＳ）４２、発電電力用電力センサ４２ａ、蓄電装置（第２の蓄電装置
）４３、蓄電電力用電力センサ４３ａ、負荷４４、負荷用電力センサ４４ａ、分電盤４５
、ＥＭＳ（Energy Management System）４６、およびスマートメータ４７を備えている。
　なお、これらの構成は、需要家Ａ２０，Ｂ３０が所有する各構成と同様の機能を備えて
いることから、ここでは、それらの詳細な説明を省略する。
【００６２】
　（蓄電制御装置１０の構成）
　本実施形態の蓄電制御装置１０は、図２に示すように、配電網５１上において複数の需
要家Ａ２０，Ｂ３０，Ｃ４０によって共有可能な蓄電装置２３内に設けられている。そし
て、蓄電制御装置１０は、需要家Ａ２０によって使用される際に、蓄電装置２３の使用状
態の判定を実施した結果、メンテナンスや故障等によって使用不可と判定した場合には、
配電網５１上に配備された他の蓄電装置３３，４３等を検索して、使用可能な蓄電装置を
使用する。
【００６３】
　蓄電制御装置１０は、図２に示すように、状態判定部１１、データベース１２、検索部
１３、信号生成部１４、通信部１５、充放電制御部１６、表示制御部１７、および表示部
１８を有している。
　状態判定部１１は、蓄電装置２３を構成する複数のセル２３ｃａ，２３ｃｂ，２３ｃｃ
の入出力電流を監視するそれぞれのセンサ２３ｂａ，２３ｂｂ，２３ｂｃと接続されてい
る。そして、状態判定部１１は、センサ２３ｂａ，２３ｂｂ，２３ｂｃにおける検出結果
、蓄電装置２３のメンテナンス計画、現在時刻等の情報に基づいて、蓄電装置２３の使用
状態を判定する。
【００６４】
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　ここで、状態判定部１１において判定される蓄電装置２３の使用状態としては、「正常
稼働中」、「メンテナンス中」、「故障中」等が含まれる。そして、本実施形態では、そ
の一例として、状態判定部１１において「メンテナンス中」のため蓄電・放電機能が使用
不可の状態であると判定された場合について以下で説明する。
　例えば、状態判定部１１が、データベース１２に保存されたメンテナンス計画の情報を
参照した結果、現在時刻がメンテナンス期間内である場合には、蓄電装置２３はメンテナ
ンス中であるため、蓄電装置２３の蓄電・放電機能が使用不可の状態にあると判定する。
【００６５】
　なお、蓄電装置２３が故障中であるか否かの判定は、状態判定部１１が接続されたセン
サ２３ｂａ，２３ｂｂ，２３ｂｃにおける検出結果に基づいて実施されればよい。つまり
、センサ２３ｂａ，２３ｂｂ，２３ｂｃにおける電流値あるいは電圧値等が検出できない
場合には、蓄電装置２３が故障中であると判定すればよい。
　データベース１２は、状態判定部１１、検索部１３および表示制御部１７と接続されて
いる。そして、データベース１２は、状態判定部１１における判定に使用される蓄電装置
２３のメンテナンス計画に関する情報、状態判定部１１における判定結果、検索部１３に
おける検索結果等の情報を保存する。
【００６６】
　検索部１３は、状態判定部１１において、蓄電装置２３がメンテナンス中で使用不可と
判定された場合には、配電網５１上に配備された他の需要家Ｂ３０，Ｃ４０等が所有する
共有の蓄電装置３３，４３等を検索する。
　つまり、本実施形態では、需要家Ａ２０が所有する蓄電装置２３の蓄電・放電機能が使
用不可の状態と判定されている。このため、検索部１３は、需要家Ａ２０が使用したい蓄
電装置を確保するために、充電容量に余裕のある配電網５１上において近隣の蓄電装置３
３，４３を検索して、抽出する。
【００６７】
　ここで、検索部１３における検索条件としては、
・需要家Ａ２０が接続された配電網５１上に配備された蓄電装置であること、
・需要家Ａ２０が使用を希望している容量分の余裕度がある蓄電装置であること、
・需要家Ａ２０に対して配電網５１上における距離が近いこと、
・使用したい蓄電池を所有する他の需要家Ｂ３０，Ｃ４０が使用許可を出していること、
等が考えられる。
【００６８】
　まず、需要家Ａ２０と配電網５１上に配備された蓄電装置であるか否かは、データベー
ス１２に予め保存された配電網５１に関する情報に基づいて検索対象を絞り込んでもよい
し、検索部１３において検索可能な範囲として予め設定しておいてもよい。
　また、他の蓄電装置の充電容量の余裕度は、例えば、過去１か月に未使用であった充電
容量に関する情報を参照して確認することができる。
【００６９】
　さらに、需要家Ａ２０に対して配電網５１上における距離が近いか否かについては、例
えば、蓄電装置間のインピーダンスの値を参照して確認することができる。つまり、蓄電
装置間の距離が大きくなると、インピーダンスの値は大きくなる。よって、インピーダン
スが大きい蓄電装置を使用した場合には、例えば、需要家Ａ２０へ供給される電力の損失
が大きくなってしまうため、効率よく他の蓄電装置３３等を使用することができない。
【００７０】
　他の需要家Ｂ３０，Ｃ４０が使用許可を出しているか否かは、例えば、配電網５１に接
続された各需要家Ａ２０，Ｂ３０，Ｃ４０等から予め確認しておいた使用許諾の可否に関
する情報を用いて行われる。なお、使用許諾に関する情報は、データベース１２にその情
報を保存しておき、検索時にはその情報を用いればよい。
　そして、検索部１３は、その検索結果をテーブル化して、データベース１２に保存する
（図４参照）。
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【００７１】
　信号生成部１４は、状態判定部１１における判定結果に基づいて、配電網５１上に配備
された他の蓄電装置３３，４３等のうち、検索部１３において条件を満たすとして選択さ
れた蓄電装置３３に対して、蓄電・放電機能を使用するための制御信号を生成する。また
、信号生成部１４は、検索部１３における検索の結果、検索条件（需要家Ａ２０の使用条
件）に合致した蓄電装置３３を予約するための予約信号を生成する。
【００７２】
　通信部１５は、信号生成部１４において生成された制御信号を、蓄電装置３３の通信部
３３ｂあるいは蓄電装置４３の通信部４３ｂに対して送信する。これにより、制御信号を
受信した蓄電装置３３あるいは蓄電装置４３は、セル３３ｃあるいはセル４３ｃの蓄電・
放電機能を需要家Ａ２０に対して使用させることができる。
　充放電制御部１６は、蓄電装置２３を構成するセル２３ｃａ，２３ｃｂ，２３ｃｃとと
もに、配電網５１上に配備された他の蓄電装置３３，４３を構成するセル３３ｃ，４３ｃ
にも接続されている。そして、充放電制御部１６は、通信部１５から送信された制御信号
に基づいて、蓄電装置２３の充放電制御を実施するとともに、配電網５１上に配備された
他の蓄電装置３３，４３の充放電制御も実施することができる。
【００７３】
　表示制御部１７は、状態判定部１１、データベース１２、検索部１３、充放電制御部１
６および表示部１８に接続されている。そして、表示制御部１７は、状態判定部１１にお
ける判定結果、データベース１２に保存された各種情報、検索部１３に於ける検索結果、
充放電制御部１６における制御内容等を、表示部１８に表示させる。
　これにより、蓄電装置２３の所有者である需要家Ａ２０は、蓄電装置２３の使用状態、
他の蓄電装置３３，４３等の使用の可否等に関する情報を容易に把握することができる。
　表示部１８は、例えば、液晶表示パネル等を用いた表示装置であって、表示制御部１７
によって表示制御される。
【００７４】
　＜蓄電制御方法＞
　本実施形態の蓄電制御装置１０では、以上のような構成により、図３に示すフローチャ
ートに従って、状態判定部１１が、需要家Ａ２０が所有する共有の蓄電装置２３の使用状
態を判定する。そして、蓄電制御装置１０では、状態判定部１１における判定結果に基づ
いて、配電網５１上に配備された他の蓄電装置３３を使用するために、信号生成部１４に
おいて制御信号を生成し、通信部１５を介して蓄電装置３３へ送信する。
【００７５】
　すなわち、ステップＳ１１では、まず、需要家Ａ２０が所有する蓄電装置２３の使用状
態を判定する。
　ここで、蓄電装置２３の使用状態としては、上述したように、メンテナンス中、故障中
、あるいは正常稼動中等が含まれる。
　そして、メンテナンス中であるか否かの判定は、上述したように、データベース１２に
保存されたメンテナンス計画に関する情報と現在の日時に関する情報とを参照して実施さ
れる。
【００７６】
　次に、ステップＳ１２では、蓄電装置２３が使用不可の状態であるか否かを判定する。
ここで、蓄電装置２３がメンテナンス中であるため使用不可と判定された場合には、ステ
ップＳ１３へ進む。一方、蓄電装置２３が正常稼動状態であると判定された場合には、ス
テップＳ１１へ戻る。
　次に、ステップＳ１３では、ステップＳ１２において蓄電装置２３が使用不可の状態で
あると判定されているため、近隣の配電網５１上に配備された他の蓄電装置３３，４３等
の中から、需要家Ａ２０の使用条件を満たす蓄電装置を検索する。
【００７７】
　次に、ステップＳ１４では、ステップＳ１３における検索の結果、検索条件（需要家Ａ
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２０の使用条件）に合致した蓄電装置３３を抽出し、信号生成部１４が予約信号を生成し
てその使用（容量、時間等）を予約する。
　ここで、図４には、配電網５１上に配備された複数の蓄電装置のうち、未使用バッテリ
容量１００ｗｈ以上、インピーダンス値２．０ｍΩ以下という条件で検索された複数の充
電装置の検索結果が示されている。
【００７８】
　すなわち、未使用バッテリ容量１００ｗｈ以上とは、需要家Ａ２０が必要としている電
力量の条件を意味している。また、インピーダンス値２．０ｍΩ以下とは、例えば、選択
された蓄電装置から需要家Ａ２０へ電力を供給してもらう際に生じる送電ロスが少ないと
いう条件を意味している。
　また、検索結果に挙げられた複数の蓄電装置には、ＩＤが付されており、例えば、ＩＤ
１００００は、需要家Ａ２０が所有する使用不可となった蓄電装置２３を示している。
【００７９】
　また、図４には、各蓄電装置のインピーダンス、バッテリ容量、未使用容量、使用許諾
の有無に関する情報が示されている。
　なお、制御信号の送信先は、予約済みの容量が存在する中でインピーダンス値が小さい
蓄電装置ＩＤを優先して選択され、選択された蓄電装置に対して制御信号が送信される。
　例えば、図４に示す検索結果では、インピーダンス値が０．７ｍΩと最も小さいＩＤ１
０００１，ＩＤ１０００８の蓄電装置のうち、使用許諾を受けているＩＤ１０００１の蓄
電装置３３が選択される。
【００８０】
　次に、ステップＳ１５では、信号生成部１４が、ステップＳ１４において使用予約され
た蓄電装置３３に対して送信される制御信号を生成する。
　次に、ステップＳ１６では、通信部１５が、ステップＳ１５において生成された制御信
号を、蓄電装置３３に対して送信する。
　本実施形態の蓄電制御装置１０では、以上のように、需要家Ａ２０が所有する蓄電装置
２３の使用状態を検出してメンテナンス中で使用不可と判定された場合には、配電網５１
上に配備された他の蓄電装置３３，４３等を検索して、条件に合致する蓄電装置３３の使
用を予約する。そして、この蓄電装置３３に対して制御信号を送信することで、需要家Ａ
２０は、配電網５１を介して接続された他の蓄電装置３３を使用することができる。
【００８１】
　この結果、需要家Ａ２０は、自ら所有する蓄電装置２３が使用できない場合でも、配電
網５１上において接続された他の需要家Ｂ３０が所有する蓄電装置３３等を使用すること
ができる。
　なお、図４に示すように、検索部１３において検索された複数の蓄電装置（ＩＤ１００
０１～１０００９）のうち、使用許諾をもらった蓄電装置（ＩＤ１０００１，１０００３
，１０００５～１０００７）が複数ある場合には、需要家Ａ２０が必要とする容量の一部
、例えば、１０％を、一定期間（５日間）使用する制御信号を各蓄電装置に送信してもよ
い。
【００８２】
　この場合には、制御信号を受信した複数の蓄電装置について、１０％の蓄電容量を５日
間使用することが可能となる。
　また、実際の使用時には、需要家Ａ２０が、例えば、昼間に太陽光の発電量を蓄電して
夜間に電力を使用したい場合には、配電網５１上において近隣に配置された蓄電装置３３
等に対して、制御信号を送信する。
【００８３】
　具体的には、例えば、図４に示すＩＤ１０００１の蓄電装置３３が充電制御信号を受信
した場合には、ＩＤ１０００１の蓄電装置３３の所有者である需要家Ｂ３０が使用してい
る電流値に対して、ＩＤ１００００の蓄電装置２３の所有者である需要家Ａ２０が充電要
求する電流値を上乗せして蓄電装置３３に充電することができる。
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　なお、制御信号の内容と制御信号の送信先とは、上述したように、図４に示すインピー
ダンス値の大きさに基づいて決定されればよい。
【００８４】
　また、蓄電装置２３，３３とは、物理的に離れた場所に配置されている。このため、制
御信号は、充放電電流や一定期間後の容量を伝達し、実際の制御は蓄電装置２３が実行し
てもよい。
　制御信号の送信先は、予約済みの容量が存在する中でインピーダンス値が小さい蓄電装
置ＩＤを優先して選択され、選択された蓄電装置に対して制御信号が送信される。図４に
示す状況では、インピーダンス値が０．７ｍΩと最も小さいＩＤ１０００１，ＩＤ１００
０８の蓄電装置のうち、使用許諾を受けているＩＤ１０００１の蓄電装置３３が選択され
る。
【００８５】
　［他の実施形態］
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるも
のではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
　（Ａ）
　上記実施形態では、本発明に係る蓄電制御方法として、図３に示すフローチャートに従
って実行する例を挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限定されるものではない。
　例えば、図３に示すフローチャートに従って実施される蓄電制御方法をコンピュータに
実行させる蓄電制御プログラムとして、本発明を実現してもよい。
　また、この蓄電制御プログラムを格納した記録媒体として、本発明を実現してもよい。
【００８６】
　（Ｂ）
　上記実施形態では、本発明に係る蓄電制御装置１０が、需要家Ａ２０が所有する蓄電装
置２３内に設けられた例を挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限定されるものでは
ない。
【００８７】
　例えば、本発明に係る蓄電制御装置を、図５に示すように、蓄電装置１２３とは別に設
けられた蓄電制御装置１１０として構成してもよい。
　この場合には、蓄電制御装置１１０に、蓄電装置１２３側の通信部１２３ａを介して蓄
電装置１２３の使用状態を取得する状態取得部１１９を設けて、状態判定部１１における
判定に用いる情報を取得すればよい。
【００８８】
　（Ｃ）
　上記実施形態では、需要家Ａ２０が、使用不可状態となった自ら所有する蓄電装置２３
の代わりに、需要家Ｂ３０が所有する単数の蓄電装置３３を使用する例を挙げて説明した
。しかし、本発明はこれに限定されるものではない。
　例えば、需要家Ａ２０は、使用不可状態となった自ら所有する蓄電装置２３の代わりに
、需要家Ｂ３０が所有する蓄電装置３３、需要家Ｃ４０が所有する蓄電装置４３等の複数
の蓄電装置を使用するように制御信号を生成し、各蓄電装置へ送信してもよい。
【００８９】
　（Ｄ）
　上記実施形態では、需要家Ａ２０が、自ら所有する蓄電装置２３の使用ができない場合
に、配電網５１を介して接続された他の需要家Ｂ３０が所有する蓄電装置３３を使用する
例を挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限定されるものではない。
　例えば、図６に示すように、蓄電装置を所有しない需要家Ｄ１５０が、需要家Ａ２０が
所有する蓄電装置２３を使用しようとした際に使用不可と判定された場合に、他の需要家
Ｂ３０，Ｃ４０が所有する蓄電装置３３，４３を使用するケースに、本発明を適用しても
よい。
【００９０】
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　この場合には、例えば、需要家Ｄ１５０は、分電盤１５５および負荷用電力センサ１５
４ａを介して負荷１５４と接続されたスマートメータ１５７内に、蓄電制御装置２１０を
設ければよい。
【００９１】
　（Ｅ）
　上記実施形態では、配電網５１に接続された各需要家Ａ２０，Ｂ３０，Ｃ４０が、ソー
ラーパネル２１，３１，４１、蓄電装置２３，３３，４３等の電力供給装置を備えている
例を挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限定されるものではない。
　例えば、各需要家が所有する電力供給装置としては、上記以外にも、風力発電装置、地
熱発電装置等の自然エネルギーを用いた他の発電装置であってもよいし、電気自動車（に
搭載されたバッテリ）、ヒートポンプ等を用いてもよい。
　また、各需要家が所有する電力供給装置は、同じ種類の装置に限らず、異なる種類の電
力供給装置が所有されていてもよい。
【００９２】
　（Ｆ）
　上記実施形態では、蓄電制御装置１０が表示制御部１７および表示部１８を備えている
構成を例として挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限定されるものではない。
　例えば、表示部としては、ＰＣ（Personal Computer）の画面等のように、外部装置の
表示画面を用いてもよい。
【００９３】
　この場合には、蓄電制御装置１０が備えている表示制御部１７によって、あるいはＰＣ
側の表示制御部に表示情報を送信することで、ＰＣ画面等の表示を制御することができる
。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　本発明の蓄電制御装置は、複数の蓄電装置が配電網上に配備された構成において、第１
の蓄電置の使用状況に応じて、第１の蓄電装置と配電網上で接続された第２の蓄電装置の
使用することができるという効果を奏することから、配電網上に複数の蓄電装置が配備さ
れたシステムに対して広く適用可能である。
【符号の説明】
【００９５】
１０　　　蓄電制御装置
１１　　　状態判定部
１２　　　データベース（記憶部）
１３　　　検索部
１４　　　信号生成部
１５　　　通信部
１６　　　充放電制御部
１７　　　表示制御部
１８　　　表示部
２０　　　需要家Ａ
２１　　　ソーラーパネル
２２　　　太陽光発電用電力変換装置（ＰＣＳ）
２２ａ　　発電電力用電力センサ
２３　　　蓄電装置（第１の蓄電装置）
２３ａ　　蓄電電力用電力センサ
２３ｂａ～２３ｂｃ　センサ（電流センサ、電圧センサ、温度センサ）
２３ｃａ～２３ｃｃ　セル
２４　　　負荷
２４ａ　　負荷用電力センサ
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２６　　　ＥＭＳ
２７　　　スマートメータ
３１　　　ソーラーパネル
３２　　　太陽光発電用電力変換装置（ＰＣＳ）
３２ａ　　発電電力用電力センサ
３３　　　蓄電装置（第２の蓄電装置）
３３ａ　　蓄電電力用電力センサ
３３ｂ　　通信部
３３ｃ　　セル
３４　　　負荷
３４ａ　　負荷用電力センサ
３５　　　分電盤
３６　　　ＥＭＳ
３７　　　スマートメータ
４１　　　ソーラーパネル
４２　　　太陽光発電用電力変換装置（ＰＣＳ）
４２ａ　　発電電力用電力センサ
４３　　　蓄電装置（第２の蓄電装置）
４３ａ　　蓄電電力用電力センサ
４３ｂ　　通信部
４３ｃ　　セル
４４　　　負荷
４４ａ　　負荷用電力センサ
４５　　　分電盤
４６　　　ＥＭＳ
４７　　　スマートメータ
５０　　　系統
５１　　　配電網
１１０　　蓄電制御装置
１１９　　状態取得部
１２３　　蓄電装置（第１の蓄電装置）
１２３ａ　通信部
１５０　　需要家Ｄ
１５４　　負荷
１５４ａ　負荷用電力センサ
１５５　　分電盤
１５７　　スマートメータ
２１０　　蓄電制御装置
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